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本書は《日本医師会生涯教育シリーズ》の一つである．
このシリーズでは，タイトルが“ABC”となっているも
のはよく見るが，“A to Z”というのは初めてである．
書評の依頼をいただいたこともあって，「監修・編集の
ことば」を改めて拝見し，医学生，研修医，コメディ
カルスタッフ，あるいは専門医までも含めて対象とし
た，とあったのを見て，そのスケールの大きいことを
知った．殊に，コメディカルスタッフを対象に含めた
ことに感心したのである．今日，看護師が専門領域を
持つようになって，若い看護師たちの心電図に対する
関心は極めて高く，よく知ってもいる．
評者は平素，医療機器の一般家庭への普及を願って

きた．心電計もまた，そのような大衆化された医療機
器と言える時代になっているのではないか，と考えて
いた．狭心症症状にしても，不整脈にしても，症状が
あるときの心電図が極めて大事である．このためには
携帯型心電計がもっと利用されてよい．家庭血圧計の
普及は日常の管理の面ばかりでなく，血圧というもの
の生理的，病態学的意義について医学的な新知見を提
供しつつある．心電図記録においても，携帯型心電計
はこのような付加的価値をもち得るものであり，医学・
医療に貢献するところは極めて大きいはずなのだ，と
いう思いがある．
心電図波形は視覚的，直観的に読み取る訓練が極め

て有用で，役立つ領域である．本書の冒頭には口絵が
ある．本書を通読する前と後とでこれを見比べると，
得られた知識が確認できよう．
本書は「心電図の基本的知識」「心電図判読の手順と
異常所見」「波形の異常」「調律の異常」「心電図に関連
する臨床的知識」の 5章構成である．各章の内容は基
本的には臨床を離れることなく，心電図，診断，病態
が中心であり，メカニズムの記述には執筆担当者の思
いが込められている．最終章の「心電図に関連する臨
床的知識」には，Holter 心電図，携帯型心電計から自
動解析心電計に至る 9項目がある．自動解析は利用さ
れるものであり，頼られるものではない．そのゆえに
手引き書としての本書は極めて大事である．
ページの間に「ひとくちMEMO」がある．これが
必ずしも「ひとくち」ではない．多くは 1ページを超
えていて，結構，面白い．評者はこれを担当された執
筆者のお人柄を想像しながら楽しんで読んだ．
まずは医学生，研修医，コメディカルスタッフにお
勧めしたい．とにかく，通読することである．思いも
よらず，楽に通読できて驚くであろう．そして読み返す．
それは骨の折れることではない．こうして得られる心
電図所見が医療スタッフの日常会話の中で，また患者
との会話の中で，何気ない話題となっていく時代とな
ることを願いたい．
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